
 

 

 

 
 

暑い夏                      校長 小澤 秋仁 

気象庁は 8 月 28 日(月)、「日本の今年の夏の気温は、統計開始以降、最も高くなる見通し。」と発表しました。 

8 月 29 日の午後 0 時 30 分までに東京都心の最高気温は 35.0℃に達し、今月 20 日以来、9 日ぶりの猛暑

日となり、今年 22 回目の猛暑日となったと報道されました。1875 年の統計開始から、今年は昨年 2022 年

の年間猛暑日最多記録 16 回をはるかに上回っていて、8 月終盤も最多記録を更新し続けているそうです。暑い

夏が続きます。 

「熱い夏」と言えば、全国高校野球です。ニュース番組や新聞はその

話題に多くを割きます。今年は、107 年ぶりの日本一に輝いた神奈川県

の慶応高校が誌上をさらっていきました。「歴史をつなぐ快進撃を支えた

のは代々受け継がれる心の底から野球を楽しむチームのモットー」と 

派手な見出しと対極に、高校野球ではある問題が浮上しているようです。 

それは、審判を引き受けていただける人材が不足しているというので

す。一試合に、４人は必要とされるはずの審判が、県大会レベルでも 

２人で行わざるを得ないケースもあるそうです。実は高校野球の審判 

は、プロの審判と違い、野球が好きだから、野球に恩返しがしたいから、 

何かの形で関わりたいという善意でやっていただいていることが多いのです。したがって報酬は交通費程度です。 

審判として必要な道具やシューズなどは自己負担です。高校野球の審判に携わる私の知り合いが語るには「最近

は誤審と思われるものがあれば、観客席からブーイングが起こる。さらには、インターネット上で激しく叩かれ

る。そのネット上の情報が拡散して、審判をする人間の『選手たちのために』という気持ちを砕く。高野連に

『二度と審判をさせるな』という一方的な抗議の電話が入るとなれば、『野球が好きだから』という想いだけで

はどうにもならない。辞めていく人間もいる。」 

指導者はよく「相手のチームをリスペクトすること。試合ができるのは相手チームがいるからだ。」と語りま

す。同様に、審判がいなければ公式戦は成立しません。審判にもリスペクトが必要なはずです。双方のチームが

懸命に戦っていることは分かります。同様に審判も懸命に闘っています。試合を左右してしまうような誤審は、

あってはならないと考えます。しかし、ネットで叩く必要があるのでしょうか。叩く側は正体が分からず、叩か

れる側は世界に晒さられる。こんな不平等があってよいのでしょうか。人材不足に拍車をかけています。 

先日、お昼にラーメン屋で深みのあるスープのラーメンをすすっていると、カウンターの奥から「何でゆで卵

がないんだ！サービスだろ！！」と大きな声が聞こえてきました。その声を聞いた店主は、悲し気で申し訳なさ

そうな表情に。曰く、ラーメンの材料や卵の価格が高騰の折、そのサービスを一時中止せざるを得なかったとの

こと。サービスとは「奉仕」という意味です。ゆで卵は余裕があるときの店主のほんのお気持ち。客は、ラーメ

ンに対価を支払い、食しているのですから、「どうして奉仕でゆで卵を出さないんだ」というクレームは、言い

換えれば「どうして無料でゆで卵を出さないんだ！」。成り立つわけがありません。 

世の中は、してもらうことが当たり前、サービスされることが当たり前となっているように思えます。私たち 

は、直接的に間接的にいろいろな方々にいろいろ「してもらって」生きています。「してもらうことが当たり前」 

を考え直さなければなりません。「してもらうこと」に感謝とリスペクトがあれば、してもらう側としてあげる 

側の双方に笑顔が生まれます。「してもらって

ありがとう」が、当たり前になる三宅中を引

き続き目指していきます。 

店主が力なくぼそっと「ゆで卵・・・まだ

復活できないなぁ」。私は思わず、「スープで

勝負しましょ。いつもこのスープに癒されて

いますから。」と感謝の意を告げると、深み 

のある笑顔が店主に戻ってきました。 
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 教育目標   
 
｢ふるさとの発展に進んで貢献する生徒の育成｣ 

 
１ 目標をもって意欲的に学ぶ生徒 
２ 人間性・社会性をはぐくみ、相手の立場に 
２ 立って行動する生徒 
３ 心身ともに健康で明るい生徒 



 

 

 

 

シーカヤック体験 ７月３日(月)･５日(水) 
 
６月 28(水)に予定していた体験は荒天のため延期 

となりましたが、３日(月)と５日(水)は好天に恵まれ、 

実施することができました。回を重ねるごとに上達し

ていく姿に、どのようなことも経験に勝るものはない 

と改めて感じました。６月の体験と合わせて３日間、 

三宅中でしかできない貴重な体験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セーフティ教室 ７月７日(金) ６校時 
 
 NTT 東日本の方々をお招きし、インターネットや

SNS の使い方、ネットリテラシーについてのご講演

をいただきました。インターネット等は気軽に利用で

きる分、注意しなければならないことが多くあること

を、利用する人全員が忘れてはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吹奏楽部サマーコンサート ７月26日(水) 
 
 保護者の皆様をはじめ、多くの地域の皆様にご来場

いただき、吹奏楽部のサマーコンサートを開催しまし

た。部員９人全員が自分の力を存分に発揮し、大盛況

で幕を閉じることができました。 

バレー部、野球部もそれぞれの夏季大会にて日頃の

練習の成果を発揮することができました。これらの活

動を終え、どの部活動も“３年生引退”という節目を

迎えました。新体制でスタートした部活動を、今後も

応援していただきますようお願いいたします。 

f９月の主な予定 f  

01 日(金) 始業式、安全指導、11 時 20 分下校 

04 日(月) 内科検診(職場体験･修学旅行事前検診) 

  ①～⑥実力テスト(３年) 

  ⑥職場体験事前講話(２年) 

05 日(火) ③④水泳記録会 

07 日(木) ⑤⑥社会福祉協議会ボランティア(２年) 

  PTA 役員会(2) 

09 日(土) 学校公開日、11 時 55 分下校 

  部活動保護者会 

11 日(月) 職場体験(２年)始 

  ⑤⑥雄山体験入山(１年Ａグループ) 

12 日(火) 修学旅行(３年)始 

14 日(木) ⑤⑥雄山体験入山(１年Ｂグループ) 

15 日(金) 職場体験(２年)終 

16 日(土) 修学旅行(３年)終 ※朝船で帰島 

19 日(火) 中央委員会(前期最後) 

21 日(木) 専門委員会(前期最後) 

2２日(金) ⑥生徒会役員選挙 

25 日(月) 生徒朝礼 

  ①⑥入替、⑥運動会係会(1) 

26 日(火) ①⑥入替、⑥救命救急講習会 

27 日(水) 14 時 35 分下校 

28 日(木) ①運動会合同練習 
 

f９月の生活目標 f 

自ら進んで行動しよう 
 

f９月の保健目標 f 

安全な生活をしよう 
 

f９月のスクールカウンセラー来校予定日 f 

06 日(水)・0７日(木)・12 日(火) 

27 日(水)・28 日(木)・12 日(火)  

 

 

           ⇦ ２年生の山上知紗さんが作成 
           ⇦ したサマーコンサートのポス 
           ⇦ ターです。 
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